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てから(1 1/ 2 8 ~ 1 2 / 15) 総利用者数














(機材貸 出)、ウ ェイ トリフテイング(機材貸



























M :l -外関係者への情報提供 、ネッ トワーキング
3) 情報の収集 ・東京への配信




D r. τ10m ぉ H∞k (センター長) ，Dr.Manfred L. 
Din ge rku s (医務部門長)とのミーテイング .
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く〉概要
2 0 4年オープン。最大受入れ数 100 名、
世界最大のナショナル トレーニングセンタ












































。プレビュー レポートの作成 (1 2月1 日)
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。中間レポートの作成( 12 月7 日)
1.前 半戦におけるTeamJpan の戦いぶり














(メダルテーブ ル2 008 (日中韓) ，競技別
にみるパフォーマンスレベル分析)など
皿.北 京大会に向けて
N . 北京につながる好材料北京に向けた課題
(役員 レポート分析)
3五ミ開情報の収集
まとめ
東京Jの活動は､大会時における各種情報の
収集と分析により現地情報スタッフのバックア
ップを行うと共に､公開情報と現地からの未公
開情報を蓄積し､次回以降に活かすことである｡
これまでの大会における活動から､東京Jの存
在なしに情報戦略活動を円滑に進めることはで
きない｡
最後に
第15回アジア競技大会(2006/ドーハ)
において5回目を迎えたJOC情報戦略活動は､
第27回オリンピック競技大会(2008/化京)
向けて､その体系を完成させることを目的に実
施した結果､選手村内､選手村外､東京(東京J
プロジェクト)にそれぞれ拠点を置いて活動す
ることで日本選手団の機能を向上に役立つこと
が理解できた｡今後の課題は､村外拠点の好立
地化と各拠点の人員確保が必須であろう｡
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